
令和6年3月7日

○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
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　コミュニケーション能力、情報
活用能力、ともに生きる力等、
これからの社会の変化にしな
やかに対応する子どもの力と
自信を身に付けます。

・タブレットを使った学習など低学年が挑戦するには、ハードル
が高いように感じますが、それを感じさせずに取り組ませる先生
方の努力を感じました。今後も授業でタブレットを活用してくだ
さい。
・独自の教科「おおたの未来づくり」で「たこぺったん」の取組は
素晴らしい。
・児童アンケート「わたしはコンピューターやインターネットを使っ
て、情報を集めて考えをまとめたり発表したりすることができ
る。」と77％以上の児童が回答しているのは素晴らしい。80％
になるように頑張ってください。
・学校も児童も率先してタブレットを利用できている。また、人に
必要とされていることを自分たちなりに考え実行に移す努力を
している。今後はそれをどうする事で人に伝わりやすいか工夫で
きたらいいですね。
・時代の変化により、コミュニケーションの取り方も様々、多種多
様性に対応できる教育を期待します。
・新たな学習法が定着しているようで素晴らしいです。
・たこぺったんの様な活動を積極的に進めてください。
・インターネット等を活用した情報収集・情報利用において、児
童が情報の正否を判断できるか、また、ネット犯罪に巻き込まれ
ることの無い様な授業・指導が不可欠と思います。
・コミュニケーション能力として対人において、相手の話を良く聴
く（最初から否定しない）様になれば良いと思います。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国の方々
とのコミュニケーション能力の育成等を図ってい
る。

プ

ラ

ン

４

　

体

力

の

向

上

と

健

康

の

増

進

４：「わたしはコンピューターやインター
ネットを使って、情報を集めて考えをまと
めたり発表したりすることができる。」と
回答する児童が８０％以上

3

学校・家庭・地域が担う役割な
どを明確にし、地域に開かれた
教育の実現を目指します。
また、相互の連携を深め、子ど
もを育てる仕組みを作ります。

児童・生徒一人ひとりの学ぶ
意欲を高め、確かな学力を定
着させます。
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スポーツに親しむ心の育成や、
運動習慣の定着による体力の
向上など、生涯にわたって健
康増進を図る意識の向上をめ
ざします。 0

0

3

5

0

・先生方が学ぶ姿勢を的確に発信できれば、児童だけでなく、保護者
にも必ず伝わるものと考えます。引き続き前向きな取組を期待してい
ます。
・学校は、施設・設備の安全点検、通学時の安全指導、事故防止に取
り組んでいる。
・アンケート「私は授業の内容がよくわかります」は児童87％保護者
92％は高い割合ですが、1割の否定的な児童にも個別の指導が必
要と思います。
・校長先生、副校長先生を中心にとても先生方の仲もよくフレンドリー
な雰囲気が子供たちに伝わり風通し良く、誰もが自然な発言ができる
環境が整っていると感じます。これこそThe ｓｈｉｍｏｄａ！
・押し付けではない子供に寄り添った授業を今後もよろしくお願いい
たします。
・教職員の方々のご尽力により、より良い学習が受けられていて素晴
らしいです。
・否定的な回答をした1割の児童に対して要因を見極め、学習の内容
を再確認して進めてください。
・教職員の皆様は児童がより理解できる様に検討・改善されていると
思います。学校内のみではなく、他校との交流（授業参観、意見交換）
も時間的に制約があるかもしれませんが、検討しては如何でしょうか。

・朝遊び、朝体育、朝のランニング教室と児童の体力向上をめ
ざし、取り組んでいただきありがとうございます。今後ともよろし
くお願いいたします。
・子供たちの体力向上に取り組んでいる。
・アンケート「体を動かすことが好き」は児童83％保護者99％
は素晴らしい。学校でも登校したら校庭で児童が走り回って体
を動かすよう工夫うしているのは素晴らしいです。
・朝遊びで元気に遊ぶ子供たちと先生方の姿を見るのが大好き
です。昔は朝も放課後も自由に遊べていました。続けてほしいで
す。
・人生100年時代運動、食育大事だと思います。
・広い校庭で体を動かせる環境がいいです。
・現状を維持ください。
・コロナ禍で体力が低下したと伺いました。朝遊び、朝体育等を
引き続き、実施・実践して体力向上をお願いします。

・算数以外が苦手な児童や体力が低い児童にも補習などを通して、そ
の教科を好きになるような取組を今後もよろしくお願いします。
・個々の習熟度に合わせ、土曜・夏季補習などきめ細かな支援をして
いる。
・アンケート「先生たちは、分かりやすい授業に努め、学習指導を工夫
している」が児童90％、保護者97％との回答は素晴らしい。先生方
はいつも一生懸命頑張っていて、感心しています。
・総合的な様々な学びや体験を通じて読む・書く・計算する等の基本
的な学習の繰り返しが自然と積み重ねられていると感じます。素晴ら
しいことです。
・児童アンケートで肯定的な回答が90％、、、これだけで頭が下がり
ます。
・手厚い授業が学力向上につながっているのですね。
・学習のレベルに関しては、個人差があると思うので、レベルに合わせ
た学習方法を進めてください。
・家庭での学習も必要です。
・児童に学習のつまずきが発生した際には、どこの段階で分からなく
なってしまったか、面談等で確認して、遅れを取り戻す方法（個々に異
なると思いますが）を検討・実行していく必要があると思います。

・地域やPTAとの連携により開かれるイベントへの協力や学校運
営協議会を通し、相互の連携が深まっていると感じています。今
後も続けていただきたいです。
・ホームページの掲載や学校だよりの配布、地域への回覧版等積
極的に情報発信している。
・アンケート「学校は、地域の力を積極的に活用し、地域と連携し
た教育活動をしている」は肯定的回答99％はとても嬉しく思う。
今後も町会と学校が協力して子供たちの成長を見守って行きま
す。（お祭り・イベント含めて）
・少人数、1町会1小学校の特長を有効に活用して、正に志茂田
ならではの環境を整えていただけていると心から感謝しています。
地域をけん引していける自慢の学校であり続けてください。
・地域として更に努力いたします。
・地域の者として協力できていることがありがたいです。
・一町会一学校の特性を活かして地域との連携を進めてくださ
い。
・一年間、子供たちのためにありがとうございます。
・近隣との関係が希薄になっている中で、地域、他校等との連携
を引き続き行っていただければと思います。また、ホームページ等
の情報発信も続けていただければと思います。

大項目

子ども一人ひとりの正義感や
自己肯定感、自己有用感など
を高めるとともに、自他の生命
を尊重する心を育成するなど、
未来への希望に満ちた豊かな
心をはぐくみます。
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・目の前の結果に意識が向いてしまうから自己肯定感が上がり
にくいのでしょうか。今後も過程に焦点が当たるよう児童を導い
ていただけることを期待しています。
・子供は、子供なりの倫理観・規範意識をもっているので道徳性
の育成に取り組んでいる。
・アンケート「わたしにはよいところがあります」の児童66％、保
護者98％でさが大きいのですが、まだ自分の良いところに気付
いていないお子さんもいると思います。苦手なことができた時は
褒めてあげると自身が付いてくると思う。
・悪いところがあると回答した児童は素直に自己が見つめられ
ているのではないかと思われる。どんな小さなことでも褒めて自
信をもたせてあげたいと感じます。色々な子の様々な良いところ
を見つけてあげたいです。
・SNSの普及により「人と比べる」事が大人でも常習化している
現状「人と比べない」「オンリーワン」大事にしたいですね。
・保護者の回答から、志茂田小学校での学校生活に不安が無
いようで良いと思います。
・学校の中だけでの生活指導ではなく家庭、地域の一員である
ことの自覚をもつ教育を進めてください。
・日本人の国民性として自己肯定感が少ない傾向があります
が、各個人の個性を活かせるような授業・活動を行っていく必要
があると思います。また、個性を否定しない様な意識付け、良い
ところをお互いに讃え合う事も必要と思います。
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令和５年度　大田区立志茂田小学校　自己評価　報告書　成果指標

学校経営の基本方針は、「安心、安全で楽しく学べる『子どもが主役』の学校」「教職員が情熱と使命感にあふれ、互いに高め合い協働する学校」「地域、保護者から信頼され、地域の教育拠点として地域、保護者と協働して子どもたちを育む学
校」を目指し、今年度のスローガンを、「挑戦なくして成長なし～No growth without Challenge ～」とした。挑戦は人生を豊かにする。成功からは自信を、失敗からは知恵を得る。結果を求めるのではなく、目標に向かって本気の努力ができる児
童を育てていく。親和的関係性の構築を指導の基幹に据え、児童の自尊感情を育てること、共生社会の一員としての自覚を養うことに重きを置いて日々の教育活動を行っている。一町会一学校という特長を生かし、地域の皆様、スクールサポートし
もだ、PTAと連携協働し、ともに育てる教育を大切にしている。9月1日よりコミュニティースクールとしてさらに地域と一体となった教育を目指す。感染症対策により様々な交流が制限される中、学校ホームページで日々の児童の様子を毎日発信し、
志茂田小学校に関わってくださる方々への情報提供を行っている。質の高い学びと心身の健康増進の実現に向け、教職員一丸となって教育活動を推し進めていく。また、今年度より志茂田中学校との連携教育の一層の充実を図り、児童・生徒が義務
教育９年間を通して充実した学校生活が送れるような学校づくりを行う。										

取組内容 目標に対する成果指標 成果評価
これまでの取組
今後の改善策

　　　　　　　　　　　　学校関係者記入欄

・児童アンケートで肯
定的な回答（4段階
評価の上位２つ）は、
７７％であった。
普段から「おおたの
未来づくり」の学習な
どでタブレットを活用
してプレゼン作成・発
表等に活用し、児童
も慣れてきている。今
後も授業で活用して
いく。
（児童回答率95％、
保護者回収率81％）

Ａ 6

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、「おお
たのものづくり」を生かした体験活動や理数授業
等を実施する。

３：「わたしはコンピューターやインター
ネットを使って、情報を集めて考えをまと
めたり発表したりすることができる。」と
回答する児童が７０％以上

Ｂ 3
学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣＴ機器
を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を目指し、
人権教育資料等を活用した授業を実施する。

２：「わたしはコンピューターやインター
ネットを使って、情報を集めて考えをまと
めたり発表したりすることができる。」と
回答する児童が６０％以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計画を作
成し、計画に基づいた体育指導や「一校一取組」
運動や「一学級一実践」運動を実践する。

１：「わたしはコンピューターやインター
ネットを使って、情報を集めて考えをまと
めたり発表したりすることができる。」と
回答する児童が６０％未満

Ｄ 0
養護教諭、栄養教諭と連携し、全学級で健康教育
及び食育を実施する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人ひとり
の学習のつまずきや学習方法について、指導する。

４：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が８５％以上保護者が８５％以上

4
２：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が７０％以上保護者が７０％以上

授業改善推進プランを、授業に生かす。

１：「先生たちは、分かりやすい授業に努
め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が７０％未満保護者が７０％未満

Ｂ 3

学習補助員等による算数の補習を実施する。

Ｃ 0

Ｄ 0朝算数や朝読書の時間を活用し、基礎的な計算
力、語彙力の向上を図る。

・保護者アンケートで
肯定的な回答（4段
階評価の上位２つ）
は、97％、児童アン
ケートで肯定的な回
答（4段階評価の上
位２つ）は、90％で
あった。このことから
ほとんどの児童は授
業が分かりやすいと
感じているが、1割の
児童に目を向け、今
後さらに分かりやす
い授業に取り組む。
（児童回答率95％、
保護者回収率81％）

Ａ 7

算数到達度をステップ学習チェックシートで児童・
生徒、保護者に知らせる。 ３：「先生たちは、分かりやすい授業に努

め、学習指導を工夫している」と回答する
児童が８０％以上保護者が８０％以上

小中一貫による教育の視点に立った生活指導の
充実により、社会のルールや学校のきまりなどを守
ろうとする意識を高める。

４：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が８０％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が８５％以上

3

・保護者アンケートで
肯定的な回答（4段
階評価の上位２つ）
は、98％、児童アン
ケートで肯定的な回
答（4段階評価の上
位２つ）は、66％と保
護者ｰ児童の差が大
きい。児童は自身を
振り返り、悪いところ
もあると思った児童
が否定的な回答をし
た可能性がある。日
頃より児童を褒め、自
己肯定感が高まるよ
うに取り組む。
（児童回答率95％、
保護者回収率81％）

Ａ

道徳教育推進教師を講師とした研修や、国、都及
び区の資料を活用した授業等を行う等道徳指導
充実のための取組を行う。

３：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７５％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が８０％以上

Ｂ学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の結果よ
りストレス症状のみられる児童・生徒に対して組織
的に対応する。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめの未然
防止、早期発見等のための取組を実施する。

２：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７０％以上「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が７５％以上

Ｃ

問題行動・不登校問題等にかかわる児童に関する
ケース会議等を実施する。

１：「わたしにはよいところがあります」
と回答する児童が７０％未満「学校は、子
供の自己肯定感を育む指導を工夫してい
る」と回答する保護者が７５％未満

Ｄ児童が主体的に考え話し合いを通して深く学ぶ学
習活動を通して、児童の自己肯定感を高める授業
を実践している。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を通し
て、児童・生徒や保護者に対し、望ましい生活習慣
についての意識啓発を行う。

４：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が７５％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が８５％以上

4

「一校一取組」「マイクラススポーツ」を取り入れ、
年間を通して体力向上に取り組んでいる。

１：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が６５％未満「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が７０％未満

３：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が７０％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が８０％以上

B

体育的行事、部活動体験、休み時間など様々な機
会を通して運動習慣の確立を推進する。

２：「体を動かすことが好き」と回答する
児童が６５％以上「学校は子供たちの体力
向上に取り組んでいる」と回答する保護者
が７０％以上

Ｃ

Ｄ

授業公開日の授業評価を、その後の授業改善に
生かす。

４：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が８５％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が８５％以上

4

・保護者アンケートにて
肯定的な回答（4段階
評価の上位２つ）は、
92％、児童アンケート
で肯定的な回答（4段
階評価の上位２つ）
は、87％であり、昨年
から５P上がった。ほと
んどの児童は授業が
分かりやすいと感じて
いるが、否定的回答を
した1割強の児童に目
を向け、今後もさらに
分かりやすい授業に取
り組む。
（保護者回答率81％）

Ａ

・保護者アンケートで
肯定的な回答（4段階
評価の上位２つ）は、
99％、児童アンケート
で肯定的な回答（4段
階評価の上位２つ）
は、83％だった。ほと
んどの保護者は体力
向上に取り組んでいる
と評価し、多くの児童
が体を動かすことが好
きと答えている。朝遊び
や朝体育、持久走大会
等を引き続き取り組
む。
（保護者回答率81％）

Ａ

給食指導及び教科等における指導を通して、食生
活の充実・改善をねらいとした「食育」を推進す
る。

8

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、主任教
諭が助言・支援を行う校内研修等を実施しOJTを
充実させる。

３：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が８０％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が８０％以上

Ｂ 0

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、自身の
授業改善に生かす。

２：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が７０％以上「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が７０％以上

Ｃ 0
校内委員会等を確実に実施し、学校における特別
支援教育を推進する。

１：「私は授業の内容がよくわかります」
と回答する児童が７０％未満「「子供は、
授業の内容がよく分かっている」と回答す
る保護者が７０％未満

Ｄ 0一人当たり年間３回の授業観察を教員間で見合
い、成果と課題を明確にし授業力を高める。

２：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が７０％以上

Ｃ

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基本情
報、児童・生徒の活動情報等をホームページ等で
公開及び更新することにより、積極的に情報を発
信する。

４：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が９０％以上

4

・保護者アンケートにて
肯定的な回答（4段階
評価の上位２つ）は、
99％であった。9月1
日からコミュニティース
クールとなり、日頃から
の連携に対して御評価
をいただいた。
今後も、地域との連携
をより深めた学習や行
事活動に取り組んでい
く。
（保護者回答率81％）

Ａ

0中学校やおおたっ子広場など、地域の関係機関と
の連携を積極的に進め、教育活動を充実させる。

9

地域教育連絡協議会において、児童・生徒の変容
等の具体的な資料を作成して、評価に必要な学校
の情報を適切に提供し、適正な評価を受けるよう
努める。

３：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が８０％以上

B 0

学校支援地域本部と連携するなどして、地域力を
生かした特色ある教育活動を実践する。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。

プ

ラ

ン

５

　

魅

力

あ

る

教

育

環

境

づ

く

り

児童・生徒が安全・安心に学
校生活を送るために、教員の
指導力向上と良質な教育環境
をつくります。

0
PTA、親児（おやじ）の会等保護者と連携し、それ
ぞれの役割を明確にした教育活動を充実させる。

１：「学校は、地域の力を積極的に活用
し、地域と連携した教育活動をしている」
と回答する保護者が７０％未満

Ｄ


